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年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

　
　
　

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

御
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
、
町
行
政
の

発
展
に
つ
き
ま
し
て
ご
協
力
と
ご
高
配
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、美
浜
町
制
施
行
60
周
年
の
記
念

の
年
と
し
て
、
2
月
11
日
に
式
典
を
開
催

し
、
1
年
を
通
し
て
多
く
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
等
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
7

月
20
日
に
は
、
町
民
が
待
望
し
て
い
た
舞

鶴
若
狭
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
、
交
流

人
口
の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、｢

第
四
次

美
浜
町
総
合
振
興
計
画｣

の
将
来
像
で
あ

る｢
美う

ま

し
美
浜｣

の
実
現
に
向
け
、
健
康

づ
く
り
と
生
涯
学
習
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
施
策
を
協
働
で
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
更
に
、
平
成
27
年
度
で
現
在
の
計
画

が
終
了
す
る
た
め
、
本
町
を
取
り
巻
く
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
や
、
多
様
な
町
民

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年
度
を
初
年

度
と
す
る｢

第
五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計

画
基
本
構
想･

基
本
計
画｣

の
策
定
に
向

け
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
政
発
展

の
根
幹
で
あ
る
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る

現
状
を
踏
ま
え
、
昨
年
10
月
に
人
口
減
少

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

対
策
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
本
チ
ー
ム

の
提
案
に
つ
き
ま
し
て
も
、
次
期
計
画
に

反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、｢

げ
ん
げ

ん
運
動｣

を
更
に
推
進
し
、
親
子
の
生
活

習
慣
病
予
防
を
重
点
課
題
と
し
て
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、｢

な
び
あ
す｣

を
拠
点
に
、文
化
芸
術
に
よ
る
感
動
の
提

供
、更
に
は
各
種
講
座
、趣
味
の
活
動
を
通

し
た
生
き
が
い
づ
く
り
を
協
働
で
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
平
成
30
年
の
第

73
回
国
民
体
育
大
会
開
催
に
向
け
、
昨
年

12
月
に
町
の
準
備
委
員
会
を
設
立
し
、
平

成
27
年
度
中
に
実
行
委
員
会
を
発
足
し
て

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。更
に
、
ボ
ー

ト
競
技
の
会
場
と
な
る
福
井
県
立
久
々
子

湖
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
は
、
今
年
度
中
に
コ
ー

ス
の
改
修
、
平
成
27
年
度
中
に
県
立
ボ
ー

ト
ハ
ウ
ス
の
改
築
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
本
年
4
月
よ

り
、
町
内
小
学
校
7
校
を
町
立
美
浜
西
小

学
校
、
町
立
美
浜
中
央
小
学
校
、
町
立
美

浜
東
小
学
校
の
3
校
に
再
編
し
、
更
な
る

学
校
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
支
援
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
旧

図
書
館
跡
地
に
美
浜
町
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー｢

あ
い
ぱ
る｣

の
整
備
を
進
め
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
支
援
サ
ー
ビ
ス

と
障
が
い
者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
農
業

及
び
農
地
を
守
る
た
め
、
町
の
農
業
の
現

状
を
踏
ま
え
た
農
業
基
本
計
画
を
本
年
度

中
に
策
定
い
た
し
ま
す
。
観
光
振
興
に
お

い
て
は
、
昨
年
策
定
い
た
し
ま
し
た
美
浜

町
観
光
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
三
方
五
湖

ゾ
ー
ン
、
敦
賀
半
島
西
海
岸
ゾ
ー
ン
、
新

庄
山
里
ゾ
ー
ン
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
若
者
定
住
化
対
策
と

し
て
、
平
成
27
年
度
中
に
新
産
業
団
地
と

　
　
　

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

　
　
　

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、清
々

し
い
新
春
を
お
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中

は
、
議
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
町
制
施
行
60
周
年
の
記

念
の
年
で
あ
り
、
7
月
に
は
待
望
の
舞
鶴

若
狭
自
動
車
道
が
全
線
開
通
す
る
等
、
町

が
活
気
づ
く
明
る
い
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
美
浜
町
議
会
で
は
、「
開
か

れ
た
議
会｣

を
目
指
す
取
り
組
み
と
し
て
、

昨
年
は
、｢

議
会
と
語
ろ
う
会｣

を
町
内

12
集
落
で
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
中
に

全
集
落
で
開
催
で
き
る
よ
う
順
次
計
画
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
11
月
に
は
、
第
9
回
全

国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
、｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
原
子

力
発
電
～
フ
ク
シ
マ
復
興
の
諸
課
題
と
立

地
自
治
体
の
振
興
～｣

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
5
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
私
と
大
阪

府
熊
取
町
議
会
議
長
が｢

原
子
力
発
電
所

立
地
自
治
体
の
地
域
振
興｣

に
つ
い
て
の

分
科
会
の
座
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
各
地
域
の
立
場
や
意
見
の
異

な
っ
た
議
員
同
士
が
集
い
、
積
極
的
な
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
更
に
、
国
に

は
立
地
自
治
体
の
苦
労
を
理
解
し
、
そ
こ

に
住
む
住
民
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
乏
し
い
我
が
国
に
お
け

｢美
う ま

し美浜｣の実現に向けて

　　各種施策に協働で取り組みます

美浜町長

山口 治太郎行 政
Yamaguchi Jitaro

議 会

課題を乗り越え安心で

　　　　快適に暮らせる町を目指して

美浜町議会議長

藤本 悟
Fujimoto Satoru -

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、

し
っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
前

面
に
立
っ
て
積
極
的
に
国
民
へ
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
い
た

し
ま
し
た
。

　

わ
が
町
で
は
、
発
電
所
の
長
期
停
止
等

に
よ
る
経
済
情
勢
の
悪
化
や
少
子
高
齢
化

の
中
、
私
た
ち
が｢

安
心
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
町｣

を
築
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も

更
に
多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
厳
し
い
社
会

情
勢
を
乗
り
切
り
、
更
に
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
美
浜
町
独
自
の
取
り
組
み
を
考

え
、
協
働
の
ま
ち
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

未
来
の
た
め
に
町
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

議
会
一
丸
と
な
っ
て
考
え
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
議
会
が
町
民
の
代
弁
機

関
と
し
て
、
そ
し
て
最
終
意
思
決
定
機
関

と
し
て
の
責
任
と
果
す
べ
き
役
割
を
理
解

し
、
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
期
待
と
信

頼
に
応
え
る
べ
く
先
駆
的
に
行
動
す
る
議

会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
行
政
と
時
に
は
競
い

合
い
、
時
に
は
協
力
し
合
い
な
が
ら｢

責

任
あ
る
議
会｣

を
目
指
し
て
行
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
町
議
会
に
対
し
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援･

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

↑美浜町福祉支援センター ｢ あいぱる ｣ イメージ図 ( あくまでも現時点でのイメージですので、今後変更となる場合があります )

新年のご挨拶

新新

New Year greetings

住
宅
団
地
を
整
備
し
、
新
た
な
雇
用
創
出

と
定
住
人
口
の
拡
大
に
よ
り
町
の
活
性
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

原
子
力
行
政
に
つ
い
て
は
、
昨
年
4
月

11
日
に
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
原
子
力
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
活
用
し
て
い
く
と
の
方
針
の
も

と
、原
子
力
発
電
が｢

重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源｣

と
位
置
付
け
ら
れ
、
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
政
策
の
推
進
、
ま
た
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
使
用
済
燃
料
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
国
が
前
面
に
立
っ
て
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
も
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
も

世
界
的
課
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
問
題
を

は
じ
め
、
資
源
が
乏
し
い
我
が
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
等
が
国
民
各
層
に
広
く
理
解

さ
れ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
更
な
る
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
美
浜
発
電
所
1･

2
号
機
は
、

運
転
開
始
か
ら
40
年
を
経
過
し
て
お
り
、

本
年
7
月
ま
で
に
運
転
延
長
の
申
請
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
美
浜
発
電

所
3
号
機
に
つ
い
て
は
、
新
規
制
基
準
に

適
合
す
る
た
め
の
申
請
が
必
要
で
す
が
、

い
ず
れ
も
事
業
者
の
判
断
の
も
と
に
行
う

こ
と
で
あ
る
た
め
、
本
町
で
は
、
関
西
電

力
㈱
に
対
し
、
早
期
に
方
向
性
を
示
す
よ

う
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
町
行
政
に
対
し
て
町

民
の
皆
様
の
ご
支
援･

ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、災
害
の
な
い
良
い
一
年
で
あ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。



4広報みはま2015.1 月号5

川口 梨紗 さん (久々子)

今年は、いつも笑顔で
心穏やかに過ごしたい
です。また、あれこれ
口出しをせずに｢見守る
子育て｣ができたら良い
なと思います。

山口 真之介 さん (太田)

大 好 き な 空 手 と サ ッ
カーを今年も続けてい
きます。全日本障害者
空手道競技大会での3
連覇を目指して頑張り
ます。

寺田 麻美 さん (河原市)

介護福祉士の資格取得
を目指して勉強を頑張
ります。また、新しい
ことにも挑戦し、さら
にレベルアップしたい
です。

杉本 元一 さん (宮代)

たくさんのお客様にお世
話になっており、少しで
も地域に貢献したいと思
います。今年から消防団
長に就任しますのでよろ
しくお願いいたします。

原田 弘美 さん (佐野)

家族みんなが健康に過ご
せるよう、安全でおいし
い料理やお菓子を作りた
いです。また、趣味のカ
ラオケもゆっくり楽しみ
たいですね。

志賀 一成 さん (日向)

家族みんなが健康で、安
心 し て 暮 ら せ る よ う に
願っています。チャレン
ジ精神を忘れず、広く社
会のために貢献できる1年
にしたいと思います。

山田 友子 さん (佐柿)

食事や運動で健康には気
を付けています。今年も
ふれあいサロンの運営や
傾聴訪問、趣味等の活動
を元気に続けていきたい
です。

鳥井 博史 さん (北田)

現役で仕事をしていま
すが、趣味等でストレ
スを発散し、あと2回は
年男を迎えれるように
元気で長生きをしたい
です。

玉井 幸子 さん (早瀬)

家族の健康が1番です。ま
た、私もささやかな目標
や楽しみを見つけれると
良いですね。事故や災害
等のない平和な1年になる
ことを願っています。

上登野 夘之助 さん (興道寺)

掃除や洗濯、料理等を
自分でやり、健康に気
を付けています。今年
も元気に趣味の書道や
囲碁、カラオケ等を楽
しみたいです。

八木 よ　子 さん (郷市)

区の行事や旅行等で友
達との交流を楽しんで
い ま す 。 今 年 も 元 気
で、自分のできること
をしていきたいです。

上　 富士雄 さん (佐田)

これまで地球に緑と酸素
を増やすため、仕事の合
間に山への植林を続けて
きました。今年は、リウ
マチを治して家の管理等
に力を入れたいです。

岸下 昂平 さん (新庄)

昨年結婚したので、夫
婦ともに健康で過ごし
たいです。また、仕事
面では資格の取得等、
スキルアップを図りた
いです。

田辺 大輔 さん (坂尻)

今年から中学生になるの
で、新しい学校生活を楽
しく元気に過ごしたいで
す。部活はテニス部に入
り、勉強は好きな英語を
頑張りたいです。

髙木 瞳 さん (新庄)

今年から中学生になる
ので、集中して勉強に
取り組みたいです。中
学校ではたくさん友達
ができると良いなと思
います。

吉本 雄翔 さん (菅浜)

今年から中学生になり
ます。菅浜小学校で学
んだ、｢時間を守ること
や、きびきびと行動す
ること｣等を忘れずに生
活したいです。

江戸 紗奈 さん (木野)

今年は6年生になるの
で、掃除の時間等に低
学年の子たちと関わる
時は、色々と分かりや
すく教えてあげたいで
す。

織田 晋丈 さん (笹田)

今年から中学生になりま
す。楽しく充実した中学校
生活を送るため、宿題等の
やらなくてはいけないこと
を素早く終わらせるように
頑張りたいです。

中村 ひかりさん (金山)

新年の抱負
年男 ･ 年女の方々の

　本町の ｢ 未年 ｣ 生まれの方は全員で 765 人。
　その中から 20 人の方にご登場いただき、今年の
抱負等を語っていただきました。
　皆さんは今年、どのような年にしたいですか？

濵野 愛結 さん (丹生)

4月から美浜東小学校で
新しい友達をたくさん
作りたいです。6年生
になるので、下級生を
引っ張っていけるリー
ダーになりたいです。

今年は中学生になる
ので、勉強も部活も
一生懸命頑張りたい
です。部活はボート
部に入部したいと思
います。

New Year’s Resolutions

し`
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月
3
日
に
、
長
年
に
わ
た
る
社
会

　
　
　

福
祉
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
が
称
え
ら
れ
、
橘
祥
子
さ
ん(

丹
生)

が
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

橘
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら
8
期
24
年

連
続
で
民
生
委
員･

児
童
委
員
に
任
命
さ

れ
、
こ
の
間
、
美
浜
町
民
生
児
童
委
員
協

議
会
会
長
や
福
井
県
民
生
児
童
委
員
協
議

会
理
事
等
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
障
が
い
者
や
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
等
に
対
し
、
孤
独
感
や
孤
立
感
を

取
り
除
く
た
め
、
自
宅
訪
問
や
電
話
連
絡

を
行
う
等
、
安
否
確
認
の
活
動
に
積
極
的

11

に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
防
止

や
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
町
で
初
と
な
る

高
齢
者
が
集
う
場｢

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン｣

の

運
営
に
取
り
組
ま
れ
た
ほ
か
、
集
落
に
出

向
き
未
就
園
児
を
見
守
る｢

ミ
ニ
さ
く
ら

ん
ぼ｣

を
運
営
す
る
等
、
子
育
て
支
援
等

に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

橘
さ
ん
は｢

受
章
は
私
一
人
の
力
で

な
く
、
長
年
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
た

周
り
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す｣

と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

橘　祥子 氏 ( 丹生 )

橘

　祥
子 

氏

　

         

藍ら

ん

綬じ

ゅ

褒ほ

う

章
し

ょ

う

を
受
章

　
　
　

月
3
日
に
、
長
年
に
わ
た
る
農
業

　
　
　

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

が
称
え
ら
れ
、
大
同
貞
男
さ
ん(

木
野)

が
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
同
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
の
美
浜
中
部

土
地
改
良
区
設
立
と
同
時
に
、
理
事
に
就

任
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
副
理
事
長
、
理
事
長

を
歴
任
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

8
年
か
ら
6
期
18
年
連
続
で
農
業
委
員
に

任
命
さ
れ
、
美
浜
町
農
業
委
員
会
会
長
を

5
期
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
米
価
の
低
迷
や
担
い
手
不
足
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
、
農
業
情
勢
が

11

変
化
す
る
中
、
平
成
12
年
度
か
ら
幹
線
用

水
路
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
と
水
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
更
に
効
率
的
な
水
管
理
を

可
能
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
管
理
コ
ス

ト
の
低
減
を
図
る
た
め
、
美
浜
中
部
地
区

に
お
い
て
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
取
り

組
ま
れ
る
等
、
町
の
農
業
生
産
基
盤
や
農

村
環
境
基
盤
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
同
さ
ん
は｢

こ
れ
ま
で
与
え
ら
れ
た

仕
事
を
一
生
懸
命
に
行
っ
て
き
た
成
果
が

認
め
ら
れ
て
光
栄
で
す
。
支
え
て
い
た
だ

い
た
周
り
の
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
て
い

ま
す｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。大同 貞男 氏(木野)

大
同

　貞
男 

氏

　

         

旭
き

ょ

く

日じ

つ

双そ

う

光こ

う

章
し
ょ
う

を
受
章

粟谷正光さんが町に寄付
■ お問い合わせ先
　町生涯学習課(担当･島田)
　☎32‐1212

　
　
　

月
17
日
に
、
粟
谷
正
光
さ

　
　
　

ん(

佐
柿･

徳
賞
寺
住
職)

が
、
美
浜
町
に
12
万
円
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

粟
谷
さ
ん
は
、｢

大
雲
道
人｣

の

名
で
水
墨
画
家
と
し
て
活
動
さ
れ

て
お
り
、
一
昨
年
フ
ラ
ン
ス
の
国

際
公
募
美
術
展｢

ル･

サ
ロ
ン｣

に

お
い
て
、｢

達だ
る

磨ま

図 

色し
き

即そ
く

是ぜ

空く
う｣

で
銅
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
付
は
、
11
月
2
日
に

開
催
し
た
み
は
ま
ナ
ビ
フ
ェ
ス

２
０
１
４
に
お
い
て｢

大
雲
道
人

ル･

サ
ロ
ン
銅
賞
受
賞
記
念
展｣

と

題
し
た
作
品
展
示
及
び
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
、
同
会
場

で
販
売
さ
れ
た
粟
谷
さ
ん
の
作
品

(

色
紙
と
短
冊)
の
売
上
金
を
寄
付

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
い
た
だ
い
た
寄
付
金

を
粟
谷
さ
ん
の
希
望
に
よ
り
、
福

祉
に
活
用
す
る
た
め
、
12
月
15
日

に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
贈
呈
し
ま

し
た
。

11

ル ･ サロン銅賞受賞記念展の収益金

　
　
　

月
26
日
に
、
美
浜
町
と

　
　
　

株
式
会
社
N

 

O

 

U

 

M

 

A

 

N

 

N(

ノ
ー
マ
ン)

が
工
場
立
地
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
は
、
町
が

現
在
操
業
休
止
中
の
野
菜
工
場

施
設(

大
藪)

を
新
た
に
活
用
す

る
企
業
の
誘
致
に
あ
た
り
、
ダ

イ
ヤ
ト
レ
ン
ド
株
式
会
社(

電
気

機
器
製
造
販
売
会
社)

が
自
社
の

技
術
を
農
業
生
産
に
活
か
す
た

め
、
新
会
社｢

株
式
会
社
N

 

O

 

U

 

M

 

A

 

N

 

N｣

を
設
立
し
、
美
浜
町

へ
の
進
出
が
決
定
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

■ お問い合わせ先
　町企画政策課 ( 担当 ･ 浅妻 ) 
　☎ 32‐6701工場立地に関する協定を締結

11

　

同
社
は
、
蛍
光
灯
の
光
で｢

結
球

レ
タ
ス｣

等
を
生
産
す
る
予
定
で
、

昼
間
に
比
べ
て
低
価
格
の
夜
間
電

力
を
使
用
す
る
等
、
低
コ
ス
ト
化

を
図
る
計
画
で
す
。

　

今
後
は
、
平
成
27
年
12
月
の
本

格
稼
働
を
目
指
し
、
工
場
内
の
改

修
を
行
い
ま
す
。

　

山
口
町
長
は
、｢

休
止
中
の
工

場
に
進
出
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
る
。
企
業
誘
致
の
大
き

な
一
歩
と
な
る｣

と
述
べ
ま
し
た
。

　

美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

美浜町と株式会社 NOUMANN( ノーマン ) が

↑山口町長へ寄付金を手渡す粟谷正光さん ( 右 )

↑協定を交わした山口町長と宮下清哉社長 ( ダイヤトレンド株式会社 )

←新たに生産を開始する
　野菜工場施設 ( 大藪 )
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月
19
日
に
、
こ
れ
ま
で
の

　
　
　

地
域
に
根
差
し
た
優
秀

な
活
動
を
称
え
、
菅
浜
小
学
校

P

 

T

 

A
に
優
良
P

 

T

 

A
文
部
科

学
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
校
P

 

T

 

A
は
、
保
護
者
会

員
10
人
、
教
員
会
員
7
人
、
賛
助

会
員
3
人
の
計
20
人
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
地
域
の
方
と
触
れ
合
う

環
境
づ
く
り
や
、
各
種
団
体
と
連

携
し
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
体

制
づ
く
り
等
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

中
で
も
、
田
植
え
や
稲
刈
り
等

の
稲
作
体
験
を
区
の
壮
年
会
や
老

人
会
等
の
協
力
を
得
て
毎
年
実
施

11

し
て
い
る
ほ
か
、
収
穫
し
た
米
で

餅
つ
き
大
会
を
開
催
し
、
パ
ッ
ク

詰
め
に
し
て｢

絆
餅｣

と
し
て
区
の

全
戸
に
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添

え
て
配
布
す
る
等
、
地
域
の
方
と

の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
受
け
、
会
長
の

中
島
修
さ
ん
は
、｢

受
賞
は
、
先

生
方
や
保
護
者
、
老
人
会
等
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。
来
年
4
月
か
ら
小
学

校
が
再
編
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
、
地
域
と
子
ど
も
た
ち
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で

す｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

｢あいぱる｣の建設工事が始まります

■ お問い合わせ先
　町福祉課(担当･木谷)
　☎32‐6704

　
　
　

月
27
日
に
、
美
浜
町
福
祉

　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー｢

あ
い
ぱ

る｣

の
安
全
祈
願
祭
を
旧
町
立
図

書
館
跡
地
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、｢

子
ど
も
た
ち

の
発
達
支
援
サ
ー
ビ
ス｣

と｢

障
が

い
者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス｣

を

提
供
す
る
施
設
と
し
て
町
が
整
備

す
る
も
の
で
す
。

　

施
設
内
に
は
、
障
が
い
者
用
に

寝
た
ま
ま
入
浴
で
き
る
特
殊
浴
槽

や
、
宿
泊
で
き
る
部
屋
を
設
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
育
児

ス
ペ
ー
ス
は
、
遊
戯
室
を
は
じ

め
、
指
導
訓
練
室
、
相
談
室
、
医

務
室
等
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
建
設
工
事
を
進
め
る

と
と
も
に
、
利
用
方
法
や
運
営
方

法
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

11

子どもたちの発達支援 ･ 障がい者の生活支援を提供

↑安全祈願祭で刈初の儀を行う山口町長

美方高等学校駅伝部女子が冬の都大路へ

■ お問い合わせ先
　町生涯学習課スポーツ振興室
　( 担当 ･ 志賀 )　 ☎ 32‐6709

　
　
　

月
8
日
に
、
女
子
第
26
回

　
　

  

全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走

大
会(

12
月
21
日
開
催)

に
出
場
す

る
美
方
高
等
学
校
駅
伝
部
女
子
の

激
励
会
が
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

同
校
駅
伝
部
は
、11
月
2
日
に

開
催
さ
れ
た
県
高
校
駅
伝
競
走
大

会
に
お
い
て
、2
位
に
3
分
以
上

の
差
を
つ
け
、2
年
連
続
20
回
目

の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

山
口
町
長
は
、｢

県
代
表
と
な
っ

て
い
た
だ
き
、
美
浜
町
と
し
て
誇

り
に
思
う
。
体
調
に
気
を
付
け
、

都
大
路
で
の
健
闘
を
心
か
ら
期
待

し
て
い
る｣
と
激
励
し
ま
し
た
。　

　

選
手
を
代
表
し
て
野
原
千
里
さ

ん(

松
原)

は
、｢
本
番
ま
で
調
子

を
上
げ
て
い
き
、
都
大
路
で
は
一

人
ひ
と
り
が
最
高
の
走
り
を
し
た

い｣

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

12

2 年連続 20 回目

↑選手を代表して謝辞を述べる野原千里さん
　( 左から 2 番目 )

↑美浜町福祉支援センター ｢ あいぱる ｣
　・鉄骨造り
　・平屋建て
　・延床面積 525 ㎡

美浜町準備委員会を設立
第 73 回国民体育大会 ■ お問い合わせ先

　町生涯学習課スポーツ振興室
　( 担当 ･ 野村 )　 ☎ 32‐6709

菅浜小学校PTAが優良PTA文部科学大臣表彰を受賞
地域に根差した活動が評価され

　
　
　

月
11
日
に
、
第
73
回
国
民

　
　
　

体
育
大
会
美
浜
町
準
備
委

員
会
設
立
総
会
を
町
役
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
総
会
は
、
平
成
30
年
の
国
民

体
育
大
会
開
催
に
向
け
、
10
月
28

日
に
開
催
し
た
準
備
委
員
会
発
起

人
会
で
承
認
さ
れ
た
準
備
委
員
会

会
則
案
や
委
員
案
等
を
も
と
に
、

美
浜
町
に
お
い
て
正
式
に
準
備
委

員
会
を
設
立
す
る
た
め
開
催
し
た

も
の
で
す
。

　

本
国
体
に
お
い
て
美
浜
町
で

は
、
県
立
久
々
子
湖
ボ
ー
ト
コ
ー

ス
で
ボ
ー
ト
競
技
を
開
催
す
る
ほ

か
、
美
浜
町
総
合
運
動
公
園
野
球

場
で
軟
式
野
球
を
県
内
6
市
町
で

共
同
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

発
起
人
の
代
表
で
あ
る
山
口
町

長
は
、｢

国
体
の
開
催
を
通
し
て

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
思

う
。
大
会
を
成
功
に
導
く
た
め
、

準
備
委
員
会
を
設
立
し
、
町
民
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い｣

と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
準
備
委
員
会
会
則
や

委
員･

役
員
等
が
議
決
さ
れ
、
山
口

町
長
を
会
長
と
す
る
１
２
１
人
の

体
制
に
よ
り
、
町
準
備
委
員
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
後
は
、
平
成
27
年
度
中
に
組

織
を
実
行
委
員
会
に
改
め
、
更
な

る
体
制
強
化
を
図
る
予
定
で
す
。

12

↑都大路での健闘を誓う美方高等学校駅伝部女子

↑山口町長から激励金を受ける
　堀真浩監督 ( 右 )

↑ 121 人の体制で設立された
    町準備委員会

■ お問い合わせ先
　町学校教育課(担当･加茂)
　☎32‐6708

中島 修さん(菅浜小学校PTA会長)

美浜町のニュース
MIHAMA NEWS
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11
月
28
日
に
、
町
役
場
で
第
１
８
５

回
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
町
か
ら
第

１
８
８
回
福
井
県
原
子
力
環
境
安
全
管

理
協
議
会
の
報
告
内
容
及
び
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
事
前
配
布
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
と
も
に
、
原
子
力
規
制
庁
か
ら
新
規

制
基
準
適
合
性
審
査
の
状
況
、
関
西
電

力
㈱
か
ら
美
浜
発
電
所
の
安
全
対
策
の

実
施
状
況
等
、(

独)

日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
か
ら｢

も
ん
じ
ゅ｣

の
現
状

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
は
次
の

と
お
り
で
す
。

第
１
８
５
回
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

美浜発電所の状況

　今回の報告では、11月18日から12月17日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

︵
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
国
の
動
向

は
も
と
よ
り
、
美
浜
発
電
所
及
び
も
ん

じ
ゅ
の
安
全
対
策
等
を
適
宜
確
認
し
て

い
き
ま
す
。

↑原子力規制庁の小山田総括調整官から説明を受ける委員

美浜の環境シリーズ 76

シリーズ ｢ 環境にやさしい公共交通を考える ｣ ①

※お問い合わせ先　
　町住民環境課　担当･上野　
　☎32‐6703

　今月号から ｢ 環境にやさしい公共交通を考える ｣ と題して、JR やコミュ
ニティバスをはじめとした地域公共交通について、町の取り組みを全 3 回
シリーズでお伝えします。
　環境問題の観点から、環境への負荷が少ない公共交通について、皆さん
も一緒にお考えください。

環境と公共交通

　

   

12
月
に
丹
生･

竹
波･

菅
浜
区
で
安
定

ヨ
ウ
素
剤
を
事
前
配
布
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
副
作
用
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
服
用

に
よ
り
病
気
に
な
っ
た
場
合
の
責
任
は
誰

が
と
る
の
か
。

問
　
　

 

副
作
用
の
症
例
は
少
な
く
発
疹
が
多

い
と
聞
い
て
い
る
が
絶
対
で
は
な
い
た
め
、

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
い
た
だ
く
か
、
町
が

開
催
す
る
住
民
説
明
会
時
に
医
師
等
に
よ
る

問
診
で
配
布
の
可
否
を
判
断
す
る
。
な
お
、

答

　

   

運
転
期
間
延
長
認
可
制
度(

※
１)

に

対
応
す
る
た
め
の
申
請
の
基
準
は
、
そ
れ

以
外
の(

新
規
制
基
準
適
合
申
請
す
る)

プ
ラ

ン
ト
よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
か
。

問
　
　

 

運
転
期
間
延
長
認
可
の
申
請
に
お
い

て
は
、
新
規
制
基
準
適
合
申
請
に
あ
た
っ

て
、
事
前
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度･

遮し
ゃ

蔽へ
い

能
力
の
確
認
や
原
子
炉
格
納
容
器
の
塗
膜

状
況
の
確
認
等
と
い
っ
た｢

特
別
点
検｣

の
実

施
が
必
要
で
あ
り
、
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
に
な

る
と
言
え
る
。

答

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
に
つ
い
て　

(

美
浜
町)

責
任
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
国
が
指
示
を
出

し
た
場
合
は
国
の
責
任
と
な
る
。
し
か
し
、

そ
れ
以
外
の
誤
飲
等
は
自
己
責
任
と
な
る
。

美
浜
発
電
所
の
安
全
対
策
の
実
施
状
況

等
に
つ
い
て(

関
西
電
力
㈱)

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
の
状
況
に
つ　

い
て(

原
子
力
規
制
庁)

　

   

美
浜(

1
、
2
号
機)

の
運
転
期
間
延

長
認
可
申
請
の
期
限
は
い
つ
か
。
ま
た
、

日
程
を
逆
算
す
る
と
、
い
つ
ま
で
に(

特
別

点
検
を
実
施
す
る
と
い
う)

結
論
を
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

問
　
　

 

申
請
は
、
特
別
点
検
を
実
施
し
た
上

で
、
平
成
27
年
7
月
8
日
ま
で
に
提
出
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
仮
に
特
別
点
検
が
3
ヶ

月
程
度
か
か
る
と
し
た
場
合
、
4
月
に
は
開

始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
検
討
中

で
あ
る
。
で
き
る
限
り
早
い
段
階
で
説
明
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

答

　

も
ん
じ
ゅ
の
現
状
に
つ
い
て((

独)

日

　

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構)

　

   (

設
備
の
保
守
管
理
等
の
不
備
等)

緊
張

感
が
足
り
な
い
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な

く
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
や
っ
て
ほ
し
い
。

問
　
　

 (

組
織･

風
土･

人
の
改
革
に
よ
り)

現

場
か
ら
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
今
後

と
も
気
を
引
き
締
め
て
進
め
て
い
き
た
い
。

答

(

※
１)

運
転
期
間
延
長
認
可
制
度

　

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
期
間
を
運
転
開
始
か

ら
40
年
と
し
、
そ
の
満
了
ま
で
に
認
可
を
受
け

た
場
合
に
は
、
１
回
に
限
り
延
長
す
る
こ
と
を

認
め
る
制
度
。
延
長
期
間
の
上
限
は
20
年
と
し
、

具
体
的
な
延
長
期
間
は
審
査
で
個
別
に
判
断
さ

れ
る
。

公共交通が環境に
　　　　やさしい理由

環
境
に
負
担
が
か
か
る
便
利
な
乗
り
物

　

私
た
ち
が
、
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た
乗
り

物
で
移
動
す
る
場
合
、
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油

等
の
燃
料
が
燃
や
さ
れ
て
い
ま
す
。、
燃

料
を
燃
や
し
た
場
合
、
二
酸
化
炭
素
、
窒

素
酸
化
物
、
硫
黄
酸
化
物
等
が
発
生
し
、

大
気
中
に
排
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
球
温

暖
化
や
大
気
汚
染
に
よ
る
酸
性
雨
、
呼
吸

器
疾
患
等
、
深
刻
な
環
境
問
題
を
引
き
起

こ
す
要
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通

　

環
境
負
荷
は
、
移
動
に
利
用
す
る
交
通

手
段
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

一
人
を
1

 

km
運
ぶ
た
め
に
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
鉄
道
の
19

 

g
を

基
本
と
し
た
場
合
、バ
ス
は
約
2･

7
倍
、

航
空
は
約
6
倍
、
自
家
車
は
約
9
倍
の
排

出
量
と
な
り
ま
す
。

地
方
の
交
通
事
情

　

公
共
交
通
が
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
、
地
方
の
実
情
と
し
て
は

｢

車
社
会｣

で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
御

存
じ
の
と
お
り
で
す
。

　

福
井
県
は
、
自
家
用
車
の
保
有
台
数
や

一
台
当
た
り
の
自
動
車
平
均
走
行
距
離
が

全
国
平
均
よ
り
か
な
り
多
く
、
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　

自
家
用
車
へ
の
依
存
が
進
ん
で
き
た
理

由
は
、
持
ち
家
率
が
高
く
駐
車
場
を
確
保

し
や
す
い
こ
と
や
、
共
働
き
率
が
高
い
こ

と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

身
近
な
公
共
交
通
に
乗
っ
て
み
よ
う

　

普
段
車
に
乗
っ
て
い
る
方
が
、
旅
行
以

外
で
公
共
交
通
を
利
用
す
る
場
合
、「
自

家
用
車
が
使
え
な
い
と
き
に
仕
方
な
く
﹂

と
い
っ
た
理
由
が
多
い
よ
う
で
す
。　

　

地
方
の
交
通
事
情
か
ら
考
え
る
と
仕
方

の
な
い
こ
と
で
す
が
、
少
し
だ
け
意
識
を

｢

環
境｣

に
向
け
、
移
動
の
予
定
と
Ｊ
Ｒ

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
時
刻
表
を
見
比

べ
て
、
移
動
手
段
の
選
択
肢
に
、
公
共
交

通
を
加
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。　

町
で
は
、

現
在
地
域
公
共
交
通
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り

便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
目
指
し
、

平
成
27
年
4
月
に
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
運
行
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
回
以
降
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
移
動
手
段
を
自
家
用
乗
用

車
か
ら
鉄
道･

バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関

に
変
え
る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
等
の
排

出
量
抑
制
に
つ
な
が
り
、
環
境
へ
の
負
荷

が
軽
く
な
り
ま
す
。

0 50 100 150 200

自家用
乗用車

航空

バス

鉄道 19

51

111

173

(g-CO2/ 人㎞ )

人を 1 ㎞運ぶ際に排出される二酸化炭素の量

↑ JR 小浜線

↑美浜町コミュニティバス


